
令和６年度 学校経営方針                                  令和６年４月 1日 

学校教育目標 主体的に考え、人と協働して、最後までやりぬく子を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断 

学びに向かう力・人間性 

・必要最低限の学力は身につける。 

・宿題は自分からする。 

・漢字計算など、コツコツやればできる 

ようになることを、あきらめずにする。 

・学び方の作法をわかっている。 

(ノートの書き方・話し方・聞き方・準備の仕方) 

・自分の考えを自分からいう。 

・周りを気にせず表現する。 

・自分から人とかかわる。 

・人とかかわる体験や経験をたくさんする。 

・世界を広げ、多様な価値観や文化に触れる 

体験をする。 

・毎日の学習習慣を身につける。 ・自分らしさを大切にする子  ・自分の力を信じる子  

・自分と違う意見も尊重する。  ・人のために動く子      ・もともと持っている素直でやさしい性質 

 

あきらめずに 

やりつづける子 

人とかかわり 

主体的に考える子 

自分を信じ、挑戦する子 

自分を信じる 

主体性・協働 確かな学力 

【地域で育む】 

・歴史ある山田の地域に愛着

を持つようにする。 

 

・学校と協働し、児童が自ら

も地域の一員として、地域

にかかわれるようにする。 

 

・地域行事で子どもが積極的

に参加できる取組を企画す

る。 

 

・子どもが地域で挨拶した

り、話したりする地域の人

を増やす。 

 

・子どもの見守りや、子ども

とかかわる交流活動を行

う。 

 

【家庭で育む】 

・学校と協働して子どもの

教育にあたる。 

 

・基礎的な学力の定着のた

め、家庭学習で時間を決

めて継続的に取り組む習

慣をつける。 

 

・児童が多様な体験を通し

て成長できるように、家

庭でしかできない体験や

経験を意識して行う。 

 

・子どもが主体的に考えて

行動できるよう、助言や

励ましを行い、見守る。 

 

学校のめざす子ども像 

〈教育方針〉 

・目指す子ども像を意識した教育活動を行い、確かな学力と未来を

切り開く力を育成する。 

・一人ひとりの子どもを大切にし、豊かな心と主体的に活動する力

を育成する。 

・保護者や地域と協働して、信頼される学校づくりを行う。 

・地域の歴史、文化、人材等の活用を図り、学習に対する関心や意欲

を高める。 

 

 

〈めざす学校像〉 

・全職員がそれぞれの役割で力を発揮しつつ、教育のプロフェッショナル

として、同じ目標と 志
こころざし

をもってチームで教育活動に努める。 

 

・子どもたち一人ひとりの心に寄り添い、子どもたちが安心して楽しく学

校生活を過ごせる明るい学校の実現に努める。 

 

・保護者や地域と協働して、信頼される学校づくりに努める。 

 

 

志・協働 

安心・明朗 

信頼・実行 

 

志・協働 
◎組織で動く 

 ・目標を共有し、よりよい方向へ向かうよう教育者として努力する。 

 ・校務分掌の担当教職員が役割を意識して、連絡・報告・相談をする。 

 ・学校全体にかかわることは、企画会議に出して事前検討をする。 

 ・教育活動を前向きに見直し、みんなで協働的に改善する組織を目指す。 

◎授業の充実 

 ・教室の学習スタンダードを作り、授業に向かう環境を整える。 

 ・「わかる」「できた」実感のある授業をめざす。 

 ・児童が意欲的に探求し、主体的になる授業の工夫や改善をする。 

 ・児童一人ひとりの特性を理解し、インクルーシブを意識した指導をする。 

 ・何でも良いことは真似る。研究授業の成果は取り入れる。 

◎研鑽 

 ・教育のプロとして常に専門知識や技能を取り入れ、日々の教育活動に活か

していく。 

・指導方法や技術を学び、ライフステージに合わせて授業研究を行う。 

 ・積極的に郊外や校内の研修に参加し、自分の得意分野では校内研修の 

講師になることを目標とする。 

 ・一人一台のタブレットを生かした授業を研究していく。 

 

安心・明朗 
◎心と体の健康 

 ・子どもたちが安心して学校に来られる集団づくり、安全

な学習環境をめざす。 

 ・子どもの前向きな発言や考えを称賛して、教室にあたた

かい風土をつくる。 

◎いじめの早期対応 

 ・児童に自分たちでトラブル解決をする力をつけるため、 

まずは教師みんなが納得できる対応を意識して範を示す。 

・いじめの芽をしっかりと見取り、小さな芽のうちに対応す

る。問題のある場を見逃さない、流さない。 

・いじめ事案が起こったときは、自分だけで判断せずに学年

や担当、管理職に相談する。 

・外国籍の児童や外国にルーツを持つ児童がいることを意識

して指導を行い、児童の人権意識の養成に努める。 

◎支援学級の充実 

 ・支援学級の子どもたちや配慮を要する子どもたちが安心し

て学習できるように、インクルーシブな授業を意識する。 

 ・支援学級在籍の児童が偏見やいじめにあわない学校風土を

つくる。支援学級について学ぶ場を持つ。 

  

信頼・実行 

◎教育公務員としての自覚 

 ・児童への振る舞いや言葉遣いなど、教育に携わる人間としての自覚を持つ。 

・いざというときのことを考え、常に危機管理意識を持って、教育活動にあたる。 

◎家庭、地域、関係諸機関との連携 

 ・保護者とコミュニケーションをとって、協働して子どもの教育をしていく。 

 ・地域の人材や文化資源を教育活動に生かし、各学年で地域行事に参加する。 

 ・関係機関との連携を密にして、情報を共有して対応する。 

めざす子ども・学校にしていくための手立て 


